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スケフィントン ・ラトウィッジ と フィッフケ の 「北 極航海 日誌 亅

笠 井 勝 子

ネル ソン提督の研 究家ポー リン ・ハ ンター ・ブ レアは2001年3月22日 のT:LSで 、北極航路 発見

を 目的 とした1773年 の 厂航海 日誌」がチ ャールズ ・ラ トウィ ッジ ・ドジス ン(ル イス ・キャロル〉

のノ ンセ ンス詩の背景にあ る、 と論 じてい て興味深 い1)。ブ レアはその なかで
、C.L.ド ジ ス ン

には母 の兄 にスケフィ ン トン ・ラ トウィッジがあ り、 さ らに同姓 同名で その親戚筋 に18世 紀 後

半 の北極航路発見 に出た2隻 の船の一方の船長 を勤めた人がい たこ とを認 めて、 ドジス ンはお じ

ス ケフィン トン ・ラ トウィ ッジを通 じて北極 航海 日誌の原稿 を読 んでいたであ ろう、 と推測 して

い る。本論で は、お じス ケフィ ン トン ・ラ トウィヅジお よび、『スナーク狩 り』 の出版 、『ス ナー

ク狩 り』の背景 にあた ると思 われる部分 を 「北極 航海 日誌」か ら取 り上げ、 ノンセ ンス詩の狙い

を考察す る。

1.お じスケ フ ィン トン・ラ トウィ ッジ と その死

1873年5月28日 、ロバー ト・ウィルフレッド・スケフィントン ・ラ トウィッジ2)は予想 しない

事件で世を去った。その名前は、今日思い出されることは稀であろうが、彼は妹であるフランシ

ス ・ジェイン
.・ラ トウィッジの長男チャールズ ・ラ トウィッジ ・ドジスン(ル イス ニキャロル)

にはきわめて親 しい存在であった。スケフィン トン ・ラ トウィッジは、1802年 にカンバーランド

のホームルーク出身の父チャールズ ・ラトウィッジと母エ リザベス ・アン3)の問に二男 としてロ

ンドンで生 まれた。ケンブリッジのセン ト・ジョン ・カレッジで学 び、1824年 にB.A.を 、1827

年にM.A.を 取得 し、同年7月3日 にロンドンの4法 曹学院の一つリンカンズ ・イ ンか ら法廷弁

護士の資格 を受けた。1835年4月 には新設のダラム大学を視察 して、首相ロバー ト・ピール宛に

大学が満足できる状態にあるとの報告4)を送っている。内容は入学 した学生はみな大学 の規則 を

すべて遵守 していること、なかで も大聖堂での礼拝には毎日出席 し、神学の講義を受けているこ

と、神学の講義には国教会の定める規定 と信仰箇条が入 ってお り、各学期末には神学の試験:が課

せ られていること、教育課程と学内規則はすべて教会の規則にのっとっておこなわれていること

を述べている。さらに、学位は神学の試験に合格 したのちに授与 され、取得のためには寄付金が

かかること、学士号第1号 はオクスフォー ド大学か ら移籍 してきた学生にこの年授与 される予定

で、前大学に在籍 した学期を現大学で もそのまま認めていることも付け加えている。

スケフィントン ・ラ トウィッジは1842年 から45年、お よび1855年12月25日 から死去するまでヴィ

クトリア女王が任命権を持つ精神病院査察官の役についていた。各地の精神病院を定期的に巡回

し、患者の話を聞き、病院の管理状態を査察するのが役 目であった。1845年 には、政府の精神病
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院 監 督委員会の委員 長 に任命 され、1856年9月 にはアイルラ ン ドの精神病 院監督官に もなった。

ラ トウィツ冫1ホ音 楽好 きであ ったのか・酉 ヨークシヤ区精神 病陀(WestRidi撃A『ylu甲)の

患者 のため に125頁 の 合唱歌集 を編纂5)し て い る。 ガメラ、望遠鏡 、顕微鏡 、「とい う当時 は先端の

新 しい もの を手 に入れて、学生時代 にオクス フォー ドか ら訪ねて くる甥の ドジス ンを喜 ばせ た。

1873年5月 、精神 病院 を査 察の最 中に予期 しない事件が起 きた。彼の甥チ ャールズ ・ドジス ンの

日記 によってその ときの様子 をみ ると、 ドジス ンの もとには1873年5月21日 に ウィル クス氏 か ら

最初 の知 らせが電報で届いた。 ドジス ンはす ぐにお じのいる ソールズベ リへ向か うが、お そ らく

列車の接続のせいであ ろう、途 中のベ イジ ングス トークに一泊す る。

TelegramfromMrWilkesatSalisburythatmyUncleSkeffingtonhasbeeninjur6d.

LeftQxfordS・15and .sleptatBasingstoke・ ・.一.

ウ ィルクス氏 とはジェイムズ ・ウイルクス博:士の ζとで、彼 はフィツ シヤ トγ ・ハ ウ:ス精神病 院

の査察 のためにスケフィ ン ト、ン ・・ラ.トウィ ツジ と共に、 ソールズベ リに来 て吟 た6

翌5月22日 の 日記 は、外科 医のコーツ氏 とジェイムズ ・バ ジェッ ト卿が ラ トウィ・ッジの治療 に

当た っているこ とを書 レ}ている。原因は精神病患者 に殴 られた もので 、,外科 医のバ ジェ ッ トは急

遽 ロン ドンか ら呼 ばれ た。 日記 にはそれ以上 詳 しい事 情 は書か れてい ない。お そ らく書 けなかっ

たと思 われる。

Reach臼d`WhiteHart,'.Salisbμry,・a貝0,andlearned・th耳tUncleSkeffingtophad

beenstruckbyalunatic.SawMrCoates(surgeon)andSirJ.Paget.

TelegraphedforFletcher,whoarrivedat8p.m.

厂ホ ワイ ト・ハ ー ト」(白 鹿)は 、お じス ケフィ≧、ト≧が運 び込享れたホテルである¢フレッチャー

は、ス ケフィ ン トン ・ラ トウ.イッジの兄 チ ャールズ ・ヘ ンリー ・ラ トウィッジの息子チ ャールズ ・

ロバ ー 峯・フ レッチ ャー ・ラ トウ ィッジの ことで、 ドジス ンには従弟 にあたる。

その翌 日の5月23日 に病状 は回復 している と思われて、ドジス ンは一旦オクスフォ「 ドへ戻 った。

UndeSkeffington、better,lgftforCh.Ch.EdwinjoinedmeatReading(hegoing

{sic.}toBirmingham).

エ ドウ ィ ンは ドジス ンの末 の弟 である。従弟 の フレッチ ャ=は そのままお じのそばに留 まった。・

5月28日 に なってフ レッチ ャ「か ら電報 が届いた。

Telegr昂mfromFletcher.WenttoSalisbury,lqiningSirJ.Pagetonway,we 、

arrivedafewminutesaftermydearUncl臼ls・de郎h.(AuntLucyand:Fannywere

there)。 .

一 旦 引 き上 げていた ドジス ンとペジエ ツ トが駆け付 ける数分醜 に
・お じスケフィ ン トンは息 を

引 き取 った。吃歳 であった 。.しか しまだ非常 に元気 な人 であった。ルーシーはスケ フィン トン ・

ラ トウ イワジの妹 で、 ファニ ーは ドジス ンリ長姉 である ぴ 、、

殫 因は精神病患者 か ち受けた こめかみへの一撃 によ.るもので、傷 は脳 に まで達 していた。・ラ ト

ウィ ツジは病 院の女悔病棟 と男性 病棟 をジ ェイムズ ・・ウィルクス博士 と共に見 て回 り、.別棟 にい

る男性病棟 で患者 たちの話 を聞いてのち、.ウ イル クス博士 よりひ と足先 に外へ 出る ところであ っ

た。そこへ 突然 マ ッケィヴ とヤ・う患者 が襲いかか った 。一 瞬ので きごとであっ た。1$73年6月

3日 付 の地元紙TheWiltshireCounty-Mirrorは 同僚 の査 察官 ジ手イムズ ∵ウ・イルクス博士 の証

言 として、次 の ように伝 えている。 …..・
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`IcamewithMr
.:Lutwidgeto・ 幽inspectFishertonHbuseAsylumyesterdayweek .

.Havingfinishedthefernaledepartment,andalsothepaupermaledepartmet,wevisited

adetachedward,inwhichMcKavewasapatieρt.IcannotsaywhetherMr .:Lutwidge

addre6sedanyremarkstohim.Italkedtoseveralofthepatien七s-tooneespecially-for

sometime.Wecheckedeachnamewithabookofourown ,soastosatisfyourselves

多hatwehadseeneverypatientポMr.:Lutwidgehadbeenlistehingtooomplaihtsfrom

・n・。fth・'P・ti・nt・ ・and宙 ・・p・ecedingm・ ・ut・fth・w・ ・dbyt脚 …threey・ ・ds-inf・ ・t

hewasoutsidetheldoor-whenIobservedas6uffle .IsawMr.:Lutwidgeputhishandto

hish6ad,fr6mwhichbloodwasnowing-fromthe』rightte血ple .∴..AtfirstIthought、it

・』wasmerelyaわ10wfromthefist
,butongoingup,Ifoundthat'anailhadbeentaken

fromMcKavewithwhichhehadinflictedawound.Ididnoth6aranyexclamation .Mr.

Lutwidgewouldhavefallendownifthewallhadnotsupportedhim6) .

犯 人 は ア イ ル ラ ン ド人 で マ ッ ケ イ ヴ と い っ た 。 彼 は 狂 気 の た め 犯 罪 を 犯 し て20年 前 か ら強 制 入

院 の 措 置 を 受 け て い た 。.病 院 内 で は そ の 間 騒 々 しい 患 者 で は あ っ た が 凶 暴 な 行 動 を と っ た こ.と は

亠 度 も な か っ た7)
。 した が つ て 彼 が ど う して ス ケ フ ィ ン ト ン ・.ラ トウ ィ ッ ジ を 目掛 け て 突 然 襲 い

掛 か っ た の か 誰 に も わ か ら な か っ た 。・記 事 に あ る そ の 他 の 証 言 に よ っ て も 、 そ の 日 二 人 が 話 を し

た と か 目が 合 っ た.と い う こ と は な に も分 っ て い な い 。 ス ケ フ ィ ン ト ン の 遺 体 は 検 死 の 後 ロ ン ドン1

の 自 宅 へ 運 ば れ た 。5月31日 の ドジ ス ン の 日記 に は 、

We』allwent.to101.OnslowSquare.

と あ る 。 ス ケ フ ィ ン ト ン ・ラ トウ ィ ッ ジ は 、1865年 か ら ロ ン ド ン の オ ッ ズ ロ ー ・ス ク エ ア に 住

ん で い た 。 葬 式 は6月3日 に お こ な わ れ た 。 式 後 オ ク ス フ ォ ー ドに 戻 っ た ドジ ス ン は 戛 翌 日 、 お

じ の 親 し い 友 人 で 隣…人 で も あ っ た ミ ル マ ン へ 葬 儀 へ の 列 席 に 対 す る 礼 状 を 出 し た 。 従 弟 の フ レ ッ

チ ャ ー ・ラ ト ウ ィ.ッ ジ が ミ ル マ ン に 直 接 の 面 識 が な か っ た た め 、 彼 に 代 わ っ て 書 い た も の で 、 当

・日 は 馬 車 の 座 席 に 余 裕 が な く、 式 後 に 家 で 開 い た 故 人 を 偲 ぶ 集 ま り に は.親 族 だ け が 出 て 、 ミ ル マ

ン の よ う な 故 人 の 親 し い 友 人 を招 .くこ と が で き な か っ た と い う こ とへ の 詫 び を 述 べ た8)。 ヘ ン リ ・

サ ラ ズ ベ リ ・ミ ル マ ン(HenrySalusburyMilman1321-93)は イ ナ ー テ ン プ ル 出 身 の 法 廷 弁

護 士 で あ っ た 。

2.・ 『スナ ー ク狩 ・り』執 筆の動機

スケ フィン トン.・ラ トウィ ッジの死後3年 目の1876年3月 にチ ャールズ ・ドジス ンはマ ク ミラ

ン社 か ら 『ス ナーク狩 り』 を出版 した。この詩の きっか けは、ギルフォー ドにおいて従弟のチ ャー

ルズ ・ウィル コックス を徹夜で看病 した後 、サ レーの丘 を散策 してい た と きに頭 に浮 か んだ
、

厂とい うのは、スナークはブージ ャムだつた のだ かち ね」 とい うひ とこ とに端 を発 し、 そ れは

『ス ナーク狩 り』 の最後 の1行 になった。 この とき ドジス ンは42才 で 、同年11月23日 の 日記 には、

ヘ ンリー ・ホ リデ イが 「ブ堕ジャムの絵 を描 いて木版 に して くれた」 ものをラスキ ンに見せた こ

とが書か れている。ベ イカーが港 に積 み残 して忘 れた42の 荷 物 は ドジス ンの年令 と同 じ数であ

り玉ベ イカーが語 る 「お じの最 後の ことば」・は言 レ換 えれば 「お じの死⊥』を表 わ している とも考

えられ る。・.
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モ ー トン ・コーエ ンは五εω`s.carroZZOわsθrひ θd(1976年)の なか で 「結核 を患 って いたチ ャー

ルズ ・ウィル コックス を夜 の問 に看病 してい たその辛 く息苦 しい現 実か ら逃 れる」 ため に散歩 に

出て、明 るいサ レーの丘で閃いた ひとことを手がか りに して、やがて生 まれて きたのが この ノ ン

セ ンス詩であ ると述べて、1874年 の ドジス ンの動静 とチャールズ ・ウィル コックス との関 わ りに

ふれてい る。6月 にはワイ ト島のサ ンダウンに出か けた ドジス ンは、帰途ギル フォー ドのチ ェス

ナ ッツ屋 敷 に立 ち寄 って オクス フォー ドに戻 った。そ の ときウィル コックスは北の ウィ ッ トバ ー

ンの故郷 を出て ドジス ンの姉妹が住 むチ ェス ナ ッツに身を寄 せていた。結核 の療養 に は南 フ'ラン

スやイ タリア への転地療養が よい と考 えられ た時代 だが、経 済的余裕がなか ったためか、代 わ り

に ロン ドンの南 にあ るギル フォ「 ドの親戚 の家 に世話 になった。 ドジス ンは7月17日 に は再 びギ

ル フォー ドへ、今度 は病人の看護 をす るために訪 れた。チ ャールズ ・ウィル コックス はその後 、

ドジス ンに伴 われ て南の ワイ ト島へ療養 に行 き、1874年11月10日 に そ こで亡 くなった。

1962年 、 す なわちコーエ ンのπα漉 疏θSπα漉 とい う論考か ら遡 って14年 前 に、 マ ー テ ィ ン ・

ガー ドナーは7物 、4πηoεα亡ed8πα漉 のなかで、ヘンリ ・ホリデイが書いた7肋Sη αrん'8S`gπ顔c侃cθ か ら引

用 して、『スナーク狩 り』へ の挿絵 の依頼 を受けた とき、 ドジス ンか らは先ず初・めの3節 が届 き、

間 もな く第4節 、 同様 に して第5節 と続 き、これに第6、 第7、 第8節 が続いて きた、 とい うホ

リデイの ことばを紹介 してい る。 ドジス ンは初 めこの ノンセ ンス詩 を 『シル ヴィとブル ーノ』 の

中に入 れ ることを考 えていたが、着想 はどん どん とひろが りで きあが って しまった 。 そ こで、

『シルヴ ィとブルーノ』の完成 を待 たずに単独 で出版す るこ とに決 めたのだ、 とホ リデ イ は書 い

てい る。 コーエ ンはHα 漉 古舵Sπ α漉 のなかで、 『スナ ーク狩 り』 のなかで作 者 が探 し求 め て い

たのは苦痛 か らの解放であ り、サスペ ンス と笑 いによってそれ を果た した、 と してい る。

Surelyitisnotentirelyaccidentalthat跣 θEαη亡`ηgoゾ疏εSπαrんmovesawayfromtheworld

asweknowitintoamythica1,unrealworld,thatitdestroysthenaturalsuccessionofthings,

renounceslogic,andviolatesallreasonableexpectations.JustasDodgson'sfirstinspiration

isthelastlineofthepoem,sohebuildsthewQrkofart,asitwere,・backwards.』Andwith

parallelillogic,theshipthattakesthe・bandofeceentriccreaturesontheirSnarkhuntalso

makesitsjourneybackwards.Time,Place,purposeareirrelevant;meaningthereisnone;all

thatmattersisrelief,whichCarrollachievesthroughsuspenseandlaughter9).

苦 痛 か らの解 放 とは、不 治の病 に衰弱 して い く従弟 の苦痛 か らの解放であ り、 またそれ を枕元

で夜 を徹 して看 病 をす る者の辛い苦痛か らの解放 、 とい うことであ る。 コーエ ンはさらに、繊細

な詩人 の魂 をもった ドジス ンにとって堪 え難 い現実か らの解 放で もあ る、 と書いている。しか し、

看病 の苦痛 か らの解 放はサ レーの丘の散策で癒 され るであろ う。 ノンセ ンスの詩作 には他の動機

付 け もあったのではないか。

3.お じラ トウ ィッジ とフ ィップ スの 「航 海 日誌」

2001年3月22日 付けのTLSで 、ポーリン ・ハンター ・ブレアは、北極航路発見を目的としたフィッ

プスの 「航海 日誌」が ドジスンのノンセンス詩に着想 を与えた、と論 じて興味深い。北極を通過

してインド、そして日本へ向かうという計画は、英国にとって喜望峰を経由するよりも短時 日に

できる安全な航路の発見 と考えられ、早 くは16世紀初めから提起 されていた。18世 紀後半になる
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と、香辛料 を手 に入 れる とい う実利 的のみ ならず、地理上の計測、気象観測 、高 い緯度 にお ける

実験 、そ れ に北極点へ至 る航路発見 とい う期待 をもって、国王 ジ ョージ3世 が提唱 した。

ブ レアは、 ドジス ンの母方 のお じス ケ フィン トン ・ラ トウィッジの手元 にその当時")記 録 が伝

わっていた ので はないか、 と考 えている。スケ フィン トン ・ラ トウィッジには同名のお じがあ り、

そのお じか らさ らに1代 遡 って、後 に海軍大 将にな ったスケ フィン トン ・ラ トウィッジとい う人

物があ り、 この人が北極行 の2隻 の船 の内の1隻 の指揮 をとっていた。その北極 航路発見の 「航

海 日誌」が ドジス ンの ノ ンセ ンス詩 に素材 を提供 している、 とブ レアは考 える。

ノンセ ンス詩の素材が どこにあ ったか、 とい う論考 は興 味 をそそ る。北極 点の発 見 と、そ こを

通過 してイ ン ド、 日本へ至 る航路の発見 とい う夢 は今 日では奇抜 に聞 こえるが、18世 紀 の島国英

国 はその可能性 を探 っていた。「航海 日誌」 は1879年 にマ ク ミランか ら出た1>or醜 ωαrdπo!に

CaptainAlbertH.Markhamの 編 纂 で収録 された。 これ は ドジス ンの 『ス ナー ク狩 り』 出版

か ら3年 後 のこ とである。 したがって、Nbr痂 ωαr41允!を 通 して北極航路 の冒険話が 『スナー

ク狩 り』 にソース を提供 した とい うこ とにはな らない。1>or訪 ωαrdHo!・ の 編者 マ ー カム は、『

序 のなかで 「友人がその先祖の書いた古い航海 日記 を自分 の手 に預 け」、それ に 目を通 してい る

うちに是非 出版 をしようと考えた、 と書いてい る。 この序 によれ ばマ 憎カムは手書 きの 日誌 を元

に して編集 してい る。実 は、その 「古い航海 日誌」が航海 がお こなわれた年、1773年 に%ッ α8θs

R側 πd`舵WorZdの 翫8Zεsん1>αo`gα`or8が 出版 され た とき、そ の第4巻 目にどうにか間に合 っ

て補遺 と して掲載 されていた。跣 εJoαrηαZ(ゾ .Aγ0ッ α8ε協 ♂εr如勉ηのordθrqプH`sPrθSθ 祕

.Mの θ8砂,∫orη 乙α観η8dε8coひθr`ε8εoωα厂(」8統θ2Vor古んPoZθbyTheHon .CommodorePhipps

andCaptain:LutwidgeinHisMajesty'ssloopsRacehorseandCarcaseが そ の補 遺 の タイ ト

ルで ある。

この1773年 の 「序」 には北極 点を経 由 して東イ ン ド諸島へ至 る航路発見の構想 は、古 くは1527

年 に ブリス トルのロバ ー ト ・ソー ンという商人がヘ ンリ8世 に提案 した という記録を挙 げて、フィッ

プス 自身が挑戦す る1773年 ま で250年 の 問の先人 の試みが列挙 され ている。ソ ー ンはヘ ンリ8世

の他 にリー博士 に も提案 を して勧 め、そのなかで、英国か ら香 辛料 の国 までの航路は2千 リーグ

以上 も短縮 す ることが で きる、 とその実利性 を挙 げた。1607年 に な ってヘ ンリ ・ハ ドス ンが北極

点経 由で 日本 と中国へ の航路発見を試みた。1609年3月1日 には トマス ・Eスミス卿がブラックウォー

ルか ら出航 したが、失敗 。ス ミス は1611年 に も再 び50ト ンの船で航路探 しを試みてい る。1614年

に はパ フィンとフォザ ビーの二人が取 り組 み、フ ォザ ビーは翌1615年20ト ンの船で再び挑 戦 して

いる。以上 はいつれ も個人 のお こなった実利 目的の冒険であった。 この後150年 の 問 にそ の よ う

な試み はな く、1773年 に なって初 めて国王 の命 の もとに北極 点へ の航路発 見の航海が実現 する こ

とになった。その使命の ために逸早 く名乗 り出たのが コ ンスタ ンテ ィン ・フィップスである。先

人 たちの過去 の記録 を調べ たフィーップス は念入 りな準備 をおこなった。アー ヴィング博士 の考案

した海水 か ら真水 を蒸留す る器具 を積み込 んで、これは うま く作動 しだo)。 厳 しい気候 や疲 労対

策 には余分 の アル コール を積 んで、指揮官 の判 断で乗組員 に配 るこ とに した。厳 寒の気象状 況に

備 えて衣類 を積 み込み、緯度が高い水 域 に入 ってか ら乗組員 に与 える こととした。

こう・して1773年5月26日 に北極へ の航路探検 の 目的で 厂レイスホース号」 と 「カー カス号 」 の

2隻 の船が英 国か ら出発 した。前者 はフィップス提督が 、後者 はス ケフィ ン トン ・ラ トウィ ッジ

船長が指揮 をとった。後の ネル ソン提 督はsこ の時 まだ10代 の海軍見習 い将校 としてラ トウ ィッ

一75一



文教大学女子短期大学部研究紀要45集,71-80,2002

ジ 船 長 め 率 い る.「 カ ー カ ス 号 」 に 乗 組 ん だ 。

ブ レ ア は ドジ ス ン の ノ ン セ ン ス 詩 、「と く に 『ス ナ 」 ク 狩 り』 の 第3節 に 、18世 紀 の 北 極 へ の 航

海 日誌 と の 類 似 点 を 見 い 出 し 、 そ の 論 考 を 第3節 と 同 じ く 「ベ イ カ ー の 話 」 と 題 し て い る 。 『ス

ナ ー ク 狩 り 』 の 「ベ イ カ ー の 話 」 は 未 知 の 航 海 に 出 る ベ イ カ ー に 向 け て お じが 忠 告 を 与 え る も の

で あ る 。・す な わ ち 、 「ふ つ う の ス ナ ー ク は 害 が な い が ブ ← ジ ャ ム に は 注 意 す る よ う に 。・ブ ー ジ ャ

ム を 見 た も の は 、・突 如 、 そ の ま ま 消 え て し ま う 」 と 。 北 極 へ の 航 海 日誌 に'よ れ ば 、 氷 原 に 降 り立'

つ と足 下 に は 雪 に 隠 れ て 見 え な い 裂 け 目 が あ ち こ ち に あ っ た 。 い っ た ん そ こ に 足 を 踏 み 入 れ た も

の は 周 りの 者 が ど う し よ う と助 け よ う が な い 。 ブ ー ジ ャ ム に 出 会 っ た 者 が 音 も無 く 突 然 消 え 去 る

の は 、 氷 の 割 れ 目 に 落 ち 込 む の に も 似 て い る 。

`Ourjournalistfounditverydahgeroustopursuehisway6verthehillsandprecipicesin

thisruggedcountry.Thecleftsonthemountainsareユikethoseintheicefrequentlymore

hazardous,beingsometimesconcealedullderthesnow,sothatatravellerisengulphedbefore

、heisaware.Manyhaマebeenentombedintheselclefts,andperishedinthehearingoftheir

companions,withbut・apossibilityof・reliefn).

「ベ イ カ ー の 話 」 の お じ は ブ ー ジ 詒 ム に つ い て 、

`But
.oh,beamishnephew,be宙areoftheday,

IfyourSnarkbe.aBooju血!Forthen

'Y
ouv》illsoftlyandsuddenlyvanishaway,・

Andneverbe軍netwithagain!』'

そ の こ と ば の と お り ベ イ カ ー は ス ナrク に 出 会 い 消 え て い く 、

Theybeheldhim-theirBaker-theirhero

Unnamed.「

Onthetopofaneighbouringcrag,

Erectandsublime,foroneIhomentoftime.

Inthenext,thatwildfiguretheysaw..

(Asifstungbyaspas]m)ゆltmgeintoachasm,-

Whiユetheywaited・andlistened・ihawe.

『ス ナ ー ク 狩 り』 の 挿 絵 を 引 き'受 け た ホ リ デ イ は 、 病 の 床 か ら 忠 告 を す る 叔 父 の 部 屋 の 窓 か ら

見 え る と こ ろ に 、 ベ イ カ ー が 船 に 持 ち 込 む 予 定 の 荷 物 の 山 を 置 い て 最 後 の 箱 に42の 数 を 書 い た 。

42の 荷 物 の 山 は 、』結 局 、倦 に 積 み 残 さ れ た 。 北 極 点 へ の 航 海 に 出 発 す る と き に は 銑 θJo即 παZ(ゾ

AVqッ α8例 πdθr励 θπ の ・rdεrqプH`8PrθS翩M¢ ノes亡ッ,ノormα ん`π8d`SC・0θr`es'・ 亡・ωαrds`hθ

Nor痂PoZθ 第4巻 補 遺 の 冒 頭 で は 、 ラ ト.ウ・イ ッ ジ 船 長 率 い る カ ー カ ス 号 は 積 み 荷 が 重 す ぎ て 喫

水 線 が 上 が りす ぎ'て い る た め に 、、.乗員10人 と6ポ ン ド砲6門 を 船 か ら 下 ろ して 出 航 す る 、 と い う

こ と が 起 き て い た 。

Onthe3「dofJune1773,theCommodoremadethesignaltoweigh,butprevious.totheir

departure,theCarcasehavingbeenjudgedtoodeeかtonavigatethoseheavyseasthrough

whichshewastopass,theCaptainobtainedIeavefromtheboardofAdmiraltytore-1andten

ofhercomplimentofmen,andtoρutashoresixoftheeightsix-pounders.with・whichshe
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wasequipped, .withaquantityqf・provisionsproportionedtothenumber・ofmenthatithad

been・thoughtlproper'・todischarge.・

同 じで きご とを1879年 の1>orthwαrdHo!は 、次の ように描写 している。

Materialsforexperimentsweresonumerousandweighty,asnotonlytolumberusagood

deql,rbutto・occasionustoswimverydeepinthewater.Theadorningoftheship,whichat

・・anothertime
、mighthavebeenanobjecttous,wasnownone.Allourcontrivanceswereto

makeherusefu1,notbeautifu1!e)

1773年 の 航海 にはこれ まで例 のない装備 と乗員 を整 えた。ベ ンテ ィンク船長 が改 良 しコール氏

が制作 した鎖 ポ ンプ9緯 度 の高 い ところで第二振子の長 さの実験 をす るためにグ レアム氏が実験

に使・ったの と同一 の振子 をカ ミング氏 に依 頼 して借 りて積 み込 んだ。緯度委員会 は緯度 の記録 を

とるため に2種 類 の時計 を支給 して くれた。一つ はハ リス ン方式 によってケ ンダル氏が制作 した

もの、他 はアーノル ド氏が制作 した ものであ った。 また研 究者 と して乗 り組 んだイズ ラエ ル ・ラ

イア ン氏は天体観測の専 門家 で、彼 の数学の 知識は世間 によ く知 られているところで あった。こ

うして今回 は従来の航海 とは異 な り、学術 的 な研 究 をも目的 とす る航海 になってい る。北極航海

に同行 した イズ ラエル ・ライア ンが数学者 で もあ った ことは、 『ス ナ"ク 狩 り』・に算 数 の計算 問

題 が出て ぐる ことと符合す る。

航 海のため に積み込 んだ計測器材 を知 る と、.新しい もの好 きだ った ドジス ンのお じスケ フィン

トンが1773年 の 「航海 日誌」 に特 に興味 を持 ったであろ うことは想像 がつ く。 カー カス号 の船長'

ラ,トウ.イッジか ら、同名の甥 を経て、 またその同名 の甥 で ドジス ンのお じであるスケフィントン ・

ラ トウ ィッジの手 に航海 日誌が伝 わっていたのではないか、 とい うブレァの指摘 は単 なる推 測 と

は言 い切 れない。.ま.たラ トウィ ッジに とって 自分が生 まれる30年 ほ ど前の 自分 と同名 の親戚 の
ら

ロ ぞ

者が体験 した冒険話が～お じを通 して語 り継が れた という ことは じゅうぶん にあ りうる。

日誌 に* .れ ば6月12日 には1'lt'was'nowlightenoughallhightto-readupondeck.

と 一 晩中デ ッキで ものが読 める明る さだつた。北極 圏で見 られる 「真夜 中の太陽」 で あ る。 こ・

れ は ドジス ンの もう一つの ノンセ ンス詩、「せい うち と大工」の書 き出 し部分 を想 起 させ る。

`Thesunwasshiningonthesea;

Shiningwithallhismight:

..Hedidhisverybesttomake

Thebillowssmoothandbright

Andthis.wasodd,.becauseit}was・

Themiddleofth臼night.'.

おひさま海に照っていた ・

精いっぱいに照っていた

一所懸命に照 りつけて

波なめらかに光らせた

ところがこれは変だった

というの も時は真夜中だった

6月24日 には海水から真水 を蒸留する装置を試 してみて、塩分のない水が1日 平均で34乃 至40

ガロン得られることが分か り、乗組員り人あた りにして1ク ォー ト以上の分量になるため非常の

.場合はサバイバルに十分であるぐと'計算 している。.・

6月29日 にはチャールズ ・.キャヴェ1ンディッシュ卿の考案による水温温度計 を使い、水深118

尋の水温が華氏31度 であることを計測 した。:・

『スナーク狩 り』第3節 の最初の1行 目にmuffinsと いう語が出てい為。

`Theyrousedhimwithmuffins-theyroused

himwithice一
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何 故 マ フ ン な の か と い う疑 問 に 応 え る の が 、7月26日 の 「航 海 日誌 」 に 出 て く る ス ピ ッ ツ ベ ル

ゲ ン の 北 方 に あ る小 さ な 島 、Moffin'sIslandで あ る 。 こ の 島 を乗 組 員 た ち はmuffinsと 同 じ 発

音 で 口 に し て い た 、 と ブ レ ア は 推 論 し て い る 。

`Onthe26thwewereprettynearlyasfareastasMoffin'sIs1耳nd
,whichwenowsaw

onthestarboardbowaboutfourmilesoff,andfurtherthanwhiρhnoman,whospeaks

truth,everwas竕!,馳:

マ ー テ ィ ン ・ガ ー ドナ ー は 、 既 ε 、肋 πo厩 εdSπ α漉 の な か の 次 の 計 算 問 題 をxを 用 い・て 式 を

書 き14)、 そ の 解 は 常 にXで あ る 、、と解 い た 。

TakingThreeasthesubjecガtoreasonabout一

Aconvenientnumbertostate-

WeaddSeven,andTen,andthenmultiplyout

ByOneThousanddiminishedby:Eight.

"Theresultweproceedtodivide
,asyousee,

ByNineHundred・andNinetyandTwo:

ThensubtractSeventeen,.andtheanswermustbe

Exactlyandperfectlytrue.∫

実 は『ス ナーク狩 り』 にお いてこのxは ゼロである。解 はゼ ロ。無であ る。無 こそ完璧 な真

(theanswermustbeExactlyandperfectlytrue)と 語 っている。

11773年 の 北極 航海か ら奇・し くもち ょうど百年 目にあ たる1873年 に 突然 に襲 ったお じスケ フィン

トンめ死で、人生の果てはゼ ロ、無であ る、 と ドジス ンは、考 えたのではないか。

Notes:

1)T:LSMarch22001,p.14-5.

2)RobertWilfredSkeffington:Lutwidge(1802-1873)

3)旧 姓 ドジ ス ン 。 彼 女 の 父 は ア イ ル ラ ン ドの エ ル フ ィ ン の 司 教 チ ャ ー ル ズ ・ ドジ ス ン で あ る 。

4)横11.5cm×18.5cm横 ×2の 二 つ 折 り 、14行 、 黒 イ.ン ク で 、 細 い 美 し い や や 女 性 的 な

handwriting。(Pε εZP(夏ρθr8Vol.CCXXXIX)・

5)GZθ ε3,1レfαdlr`9αZ8,ノレfεscθZZαηθoμsPαr`Soπ88&c.μsε(Zα 古εんεVUθ8ε丑`dl`㎎A鈔Zα ητpρ .125

(British:Libraty所 蔵 、 出 版 年 不 明 。 楽 譜 は な く 、'歌 詞 の み を 集 め た 。)

6) .77zθW卩6Z亡sん かε σoμ7z砂 ノレf`rro7・,Tuesday,June3,1873.P.6.

7)既 εSαZ`sわ α7ッ απd例 ηc舵8`εrJoπrη αZ,p.8.24May,1873.

8)銃 θ 五覦 εrs(ゾ 五θωε8Cdrroπvol.1,p.189.MortonCohened.,1979.

9)Lθ ω`8(hrroπ0わsεrひ θ(1,p.95.EdwardGuilianoed.,ClarksonN.Potter,1976.'

10)Introduction,P.11.

11)P.91.

12)Nor漉 ωαrdIlo!p.104.こ の 書 で は 各 頁 の 頭 に そ の 頁 の 内 容 を 要 約 した 見 出 しが 付 い て い る 。

上 記104頁 に は 、BeautifyingShipDispencedWithと 付 い て い る 。'
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ia)
.1>or統 ωαr(111ρ!σ んqρεθrVIII,p.168.

14)銑 θ 跏 πo古α`θdSη αアん,p.71, 、M.Gardnerゴ1962.(x十7十10)(1000-8)

992
一.17

Refeτences:.

`B
aker's .丁昂16' .byPauline、HunterBlair,T:LSMarch22001,

jPθεZPqρ θrsVo玉.CCXXXIX

GZεes・・Mαd囎 αZ・,・M`scelZαη・・π・.Pα ・εS・η8む&・ ・ 翩 α勧 ・陶E漁9蓋 卿m

(BritishLibrary所 蔵 、.出 版年不祥g)

肪 ε.W`Zεsん かε σoμπなyMかror,.Tuesday,June3,1873.p.6. .

銑 ε.SαZ`8伽 ッ.απdWε πcんεs亡θr.Joμ アπαZ,24May,1873.

餓e.五 θ`亡εrs(ゾ 琵 ω εsCdrroZZvol.1,MortonCohened.,1979.

五eω`sC加roZZO68θrOθ(1,EdwardGuilianoed.,ClarksonN.Potter,19761

2>or6ん ωαrdHo.! ..Captain.Albert苴..Markham.ed.,Macmillan,1879.

既 θ 跏 πo亡α鹹.S九 αrん,MartinGardner,SimqnandSchusterl1962.

Joωrη αZMSCharlesLutwidgeDodgson,BritishLibrary..
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